
分科会報告：富山オリジナルブランド医薬品開発研究会報告
「パワナンの開発と評価から発売まで」 司会の言葉

谿 忠人（富山大学 和漢医薬学総合研究所 和漢薬製剤開発部門）

富山オリジナルブランド医薬品開発研究会の構成と分担課題

学
富山オリジナルブランド医薬品開発研究会

（富山県の産官学連携）
（平成13年度発足）

富山大学３研究室（和漢研・医学部）
【新処方の考案と薬理作用評価】

富山県薬業連合会
【市場調査・製剤実験・品質評価実験】 【製剤化実験指導・薬務情報】

【資金支弁（出願・研究経費）】 【資金支援】

産 官

富山県（くすり政策課・薬事研究所）

新配置薬（薬用人参を主薬とした滋養強壮剤：パナワン）の開発の狙い

栄養不足時代に開発された
従来の滋養強壮剤の適応症状

飽食時代の生活習慣病
の症状と病態

従来の滋養強壮剤の効能に
生活習慣病の予防効果を付与

胃腸虚弱
易感染性
冷え症

パナワンの適応となる
症状病態

イライラ､不眠
高脂血症
血栓準備状態
動脈硬化症

疲労倦怠

新配置薬処方の考案（配合生薬の選定）

漢方薬の薬理
高脂血症改善
血管平滑筋増殖抑制
免疫賦活,etc.

現実知

漢方薬の薬能
理気､活血
補気､補腎､補血

経験知

新配置薬（パナワン）に配合する11生薬を選定
人参､牛黄､大蒜､黄耆､蛇床子､桂皮､当帰､川芎､芍薬､

厚朴､延胡索

客観知

配置薬に使用前例
のある漢方薬
（約150種）



略歴 

 

谿 忠人（富山大学 和漢医薬学総合研究所 和漢薬製剤開発部門 客員教授） 
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            住友金属工業ハイクオリティライフ研究所 医薬研究部長（兼所長） 

経て 

1998 年 富山医科薬科大学 和漢薬研究所教授 

2004 年 同上 寄付部門（和漢薬製剤開発部門）客員教授、現在に至る 


